
 

 

 

 

小児科医からツロブテロールテープに対する質問 

-本当に先発医薬品と後発医薬品は同等なのか- 

 

質問：ホクナリンテープの後発医薬品は、血中濃度の立ち上がりが速いため、喘息症状が増悪したとの報

告もあるし、小児気管支喘息 治療・管理ガイドライン 2012において、「市販されているツロブテロ

ール貼付薬の後発品は薬物貯留システムが異なることから、桂皮吸収速度が著しくことなることがある

ので注意が必要である」と記載されている。よってホクナリンテープの後発医薬品は良くないのではな

いのですか？という質問を受けました。 

そこで、本当に相違があるのか調べてみました。ホクナリンテープは、以下の図に示すようにテープから

少しずつ薬剤が溶出されるよう

に工夫されています。この製法は

特許を取得しています。そのため、

後発医薬品はこの技術を使って

製造することができないため、薬

剤がテープからダイレクトに溶

出されます。つまり右に示すグラ

フでわかるように、ピークが後発

医薬品の方が速く立ち上がって

います。しかし、それ以上にバラツキつ

まり個人差の方が大きい薬剤であるこ

とがわかります。また、最大血中濃度と

血中濃度曲線下面積に大差がないこと

から、厚生労働省が先発医薬品と同等で

あるとして、製造・販売の許可が出てい

ます。また薬剤は皮膚バリアを通過して

から吸収されますが、吸収後の薬剤が血

中へ移行する過程は、先発医薬品も後発

医薬品も同じです。さらに、最近患者様

より「後発医薬品（久光社製）は、皮膚

かぶれが先発医薬品より少ないです」と

言われたこともあります。 

よって今のところ、ホクナリンテープの

先発医薬品と後発医薬品（当院採用の久光

社製）のものは、差はないと考えています。さらに、このテープ剤の使用患者が喘息治療を持続的にコントロー

ルできているか今後も検証を続けていきたいと考えています。 
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